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Anti-Human 
Intelectin-1 (3G9) Mouse IgG MoAb 
 
容量 : 100 μg 

 
はじめに : Intelectin-1 はガラクトフラノースに結合する分泌型の動物レクチンで、主に

腸管の杯細胞から分泌される糖タンパク質です。これまでに炎症や寄生虫感染

に関与すること等が報告されています。また近年、Intelectin-1 が上皮型悪性

中皮腫で産生され、胸水中に分泌されていることが報告されました。正常中皮

細胞や肺腺癌を含むほとんどのがん細胞では発現が認められないことから、本

抗体による免疫組織化学染色は、上皮型悪性中皮腫の鑑別に応用できます。 
 
免疫抗原 : Human Intelectin-1 のリコンビナントタンパク質 
 
起源 : マウス×マウス ハイブリドーマ (腹水) 
   
クローン名 : 3G9  サブクラス :  IgG2a 
 
精製方法 : Protein A による特異精製 
 
包装形態 : 1 % BSA, 0.05 % NaN3 含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加 (この時濃度は 100 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2～8°C 保存  5 年間安定 
安定性  溶解後 -20 °C 保存  2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 0.5～1 μg/mL にて使用可能 
使用方法  (ホルマリン固定、パラフィン包埋切片：オートクレーブ前処理 (121 °C、5 分)

を推奨) 
 : ウエスタン・ブロッティング 1～5 μg/mL にて使用可能 
  
特異性 : マウス、ラット、ウシの Intelectin と非交差 
 : ヒトの Intelectin-2 と非交差 
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